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地理「東京大都市圏の過密問題とその対策　１」
年　　　組　　　番

名前

1．東京大都市圏の拡大
⑴　新宿区の地価がほかの地域と比べて高いのはなぜか、予想してみよう。

⑵　都心の地価が上昇したことで居住地はどのように変化したか、
　　資料Ⅰを参考に考えてみよう。

2．東京大都市圏の過密問題とその対策
⑴　資料Ⅱを参考にして、東京大都市圏の範囲とその特色についてまとめてみよう。

⑵　東京大都市圏では、過密によってどのような都市問題が発生しているのだろうか。また、都市問題
に対してどのような対策が取られてきたのだろうか。例にならって、都市問題と対策をそれぞれ調
べ、関連するものを矢印で結ぼう。

（例）　都心に近く、住みたいと考える人が多いから。

（例）　都心より地価の安い、郊外に居住地を求めるようになった。

（例）　・東京の都心から50〜 70kmの範囲
　　　・�鉄道網に沿って市街地が発達した
　　　　地域
　　　・�東京への通勤・通学者が多く住む
　　　　市街地が連続して広がっている範囲
　　　・�日本の人口の3割が集中する
　　　　過密地域

資料Ⅰ

幕張新都心幕張新都心
まくはりまくはり

筑波研究学園都市筑波研究学園都市
つく ばつく ば

みなとみらい21みなとみらい21

多摩
港北

　た ま

こうほく

成田
なり た

千葉
ち　ば

竜ヶ崎
りゅう が さき

常総
じょうそう

千葉市原
　ち ば いちはら

海浜
かいひん

春日部
かすか べ

所沢

越谷
川越

ところざわ

こしがや

かわごえ

川口
かわぐち

青梅

日野

お うめ

ひ　の

小田原
お　だ わら

町田
まち だ相模原

八王子

さがみ はら

はちおう じ 三鷹
み たか

鎌倉
かまくら

大和
厚木

平塚

やまと

あつ ぎ

秦野
はだ の

ひらつか

横須賀
よこ す　か

川崎
かわさき

横浜
よこはま

木更津
き さら づ

市原
いちはら

千葉
ち ば

龍ケ崎

守谷

りゅう が さき

もり や

八千代

取手

成田

や　ち　よ

習志野
なら し の

とり で

なり た

つくば

柏

市川

松戸

かしわ

いちかわ

まつ ど

船橋
ふなばし

　いたま

新宿
しんじゅく

東京
（23区以外）
55.2 

神奈川
91.3

埼玉
83.9

6.4
茨城

千葉
69.6

市街地

工業地
その他
新幹線
JR線
私鉄
（JR線以外）
主な
ニュータウン
中心地の役割
をもつ新しい
都市

1960年
2015年

23区への通勤•通学者数
100万人
50万人

（2015年）

0 20km

東

京

湾わん

霞
浦

かすみ

うらケ
が

いたま新都心　いたま新都心

資料Ⅱ

市 原 市
（千 葉）

守 谷 市
（茨 城）

所 沢 市
（埼 玉）

多 摩 市
（東 京）

横浜市都筑区
（神 奈 川）

新 宿 区
（東 京）

いち　 はら

もり 　 や

ところ　 ざわ

た 　 ま

よこはま　　 つ づき

しん　じゅく
万円806040200

1m2あたりの
住宅地の価格

都市問題 対　策

（例）　・住宅地の不足

（例）　・通勤時間帯の混雑

（例）　・ゴミの増加

・住宅地として鉄道路線に沿って開発
・ニュータウンの建設
・大学や研究機関の移転（筑波研究学園都市の建設）
・環状道路の整備
・時差通勤
・�臨海部の埋め立て地や鉄道施設の跡地の再開発
　（土地の有効利用）



⑶　資料Ⅲは、多摩ニュータウンの人口ピラミッドです。
　❶　多摩ニュータウンの場所を地図帳で確認してみよう。
　❷　多摩市の課題を読み取ってみよう。

3．全国第２位の大都市、横浜
⑴　横浜市などの人口 50万以上で、政令によって都道府県

並みの特別な権限を持っている都市のことを何といいま
すか。

⑵　関東地方の政令指定都市の名前とその位置を地図帳で調
べ、図Ⅳに●で記入してみよう。

⑶　資料Ⅴは、横浜市の港北ニュータウンです。
　❶　�港北ニュータウンの場所を地図帳で確認し、図Ⅳに

★で記入してみよう。
　❷　�港北ニュータウンで人口が増えてきた理由を考えて

みよう。

（例）　�1980 年代と比較し、65歳以上の高齢者の
割合が 26%と増えた一方、15歳以下の割
合が 12％に減少し、少子高齢化が進行して
いる。

政令指定都市

横　浜　市 川　崎　市 相 模 原　市

さいたま　市 千　葉　市

（例）　・緑や公園が多いため。
　　　・商業施設が充実しているため。
　　　・�横浜の中心部や東京への交通の利便性が高いため。
　　　・待機児童を減らす取り組みをしてきたため。

※男女計0.3％が
年齢不詳です。1980年 2015年
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本時のまとめ

（例）　過密→時差通勤の推奨や環状道路の整備、都市機能の分散など。
	 住宅→郊外に大規模なニュータウンを建設。
	 ニュータウンの少子高齢化→高齢者でも住みやすい住宅の整備やリノベーション。

◆　東京大都市圏の拡大に伴う都市問題と、その対策について、説明しよう。
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